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否定命題
命題Pに対して、その否定命題をと記す。
（注：　二重否定  は、元の命題 P と同じである。）
否定命題での ∀ と ∃ の交替法則
　命題P, Qについて次の事が成立する。更に A, B を集合とする。

 ⇔ ( ∃x,  )　　　 ⇔ ( ∃x∊A,  )

  ⇔ ( ∀x,   )　　  ⇔ ( ∀x∊A,   )
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応用　 ⇔ ( ∃x, ∀y,  )　　 ⇔ ( ∃x∊A, ∀y∊B,  )

 ⇔ ( x, ∃y,  )　　 ⇔ ( x∊A, ∃y∊B,  )

ならば命題の（否定と or による）言い換え
　( P ⇒ Q ) ⇔ (  or Q )

ならば命題の逆・裏・対偶

ならば命題 ( P ⇒ Q ) について

　その逆命題 Q ⇒ P

    その裏命題  ⇒ 

　その対偶命題  ⇒ 

ならば命題の真偽と、対偶命題の真偽は一致する。
従って、ならば命題を証明する為に、対偶命題を証明してもよい。

否定命題でのandとorの交替法則・・・Logicのde Morganの法則 

 ⇔ (  or  )

 ⇔ (  and  )

and とor の交換・結合・分配法則

(P or Q) ⇔ (Q or P),   (P and Q) ⇔ (Q and P)・・・交換法則
[P or (Q or R)] ⇔ [(P or Q) or R],  [P and (Q and R)] ⇔ [(P and Q) and R]
・・・結合法則  
[P and (Q or R)] ⇔ [(P and Q) or (P and R)],   [P or (Q and R)] ⇔ [(P or Q) and (P or R)]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・分配法則
問題集

問１　命題 P 「私は猫が好きだ。」の否定命題  を記せ。


問２　否定命題での ∀ と ∃ の交替法則を用いて、次を述べよ。
　(1) 命題「任意の猫は、尻尾をもっている。」の否定命題


　(2) 命題「ある猫は、吠える。」の否定命題


　(3) 命題「任意の猫に対し、ある触覚が、カールしている。」の否定命題


　(4) 命題「ある猫に対し、任意の体毛が、金色である。」の否定命題


問３　ならば命題「私が猫ならば、私は尻尾をもっている。」について、（否定と or による）言い換えを行え。


問４　ならば命題「私が猫ならば、私に尻尾がある。」について、次を述べよ。
(1) 逆命題


(2) 裏命題


(3) 対偶命題


問５　Logicのde Morganの法則を用いて、次を述べよ
(1) 「私は酒と煙草が好きだ。」の否定命題


(2) 「私は酒または煙草が好きだ。」の否定命題


問６　and とor の分配法則を用いて、次の文を展開せよ。
(1) 「私は、酒と [ 煙草または車 ] が好きだ。」


(2) 「私は、酒または [ 煙草かつ車 ] が好きだ。」

